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　日本との関係も深く、だれもがよく知っている国、アメ
リカ合衆国。しかしながら、この国はとても広く、実は知
られていないこともたくさんある。今回はそんなアメリカ
合衆国でも、訪れる機会が少ない農村部、そして大都会
ニューヨークを取材した。

郊にある。地図帳にも掲載されないタイオガの街の人口
はわずか2,000人程度であり、アメリカ合衆国の中では
“田舎 ”といえる地域である。街の周囲には広大な小麦畑
が広がり（写真①）、ここで収穫される小麦は世界に広く
輸出されている。
　　　　コンバインクルーの生活と仕事
　　　　　この広大な畑を所有者である農場主みずから
がすべて収穫することは困難であるため、収穫を請け負う
会社と契約を結び、収穫を依頼している。今回は収穫を請
け負う会社を経営するご家族を取材した（写真②）。こち
らのご家族は2001年に会社を立ち上げ、現在では息子
さんもこの仕事に就いている。このような会社で働く人々
はコンバインクルーとよばれており、取材するまでは大き
な会社に属する社員のようなイメージだったが、経営自体
は家族で行っており、コンバインを運転する人や車両をメ
ンテナンスする人を雇っている。総勢11名からなる会社
は、半年の間、アメリカ合衆国のプレーリーを、小麦や大
豆を収穫しながら移動する（写真③）。会社を経営するご
家族の居住地はカンザス州だが、春に収穫の仕事が始ま
ると、11月まで家にはほとんど戻らず収穫を続ける（地図）。
小麦は人間の都合で収穫の時期を待ってはくれないので、
その期間は土日も含めて休みがほとんどない。

　　　　世界の食料を支える小麦地帯
　　　　　今回の取材で訪問したタイオガという街は、
アメリカ合衆国北部のノースダコタ州、ウィリストンの近
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アメリカ合衆国 基本情報（2019年）

首都：ワシントンD.C. 人口：約 32,824 万人 面積：約 983.4 万㎢ 年平均気温：13.5℃（ニューヨーク）
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は取材したコンバインクルーの収穫作業ルート
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クでは世界的な観光地であるタイムズスクエア（表紙写
真）を訪れたが、前日までとは全く異なる、人の数や情
報量の多さに圧倒された。ニューヨークでは主にジェント
リフィケーションについて取材するため、移民が多く居住
してきた歴史をもつブルックリン区（写真⑥）を訪問した。
　ブルックリン区は、1980 年代から90 年代にかけ
て、ニューヨークで最も治安の悪い地域の一つだったが、
2000年代に入って再開発が進み、現在では富裕層が住
む地区も増えている。ただし、大資本による再開発によ
り高級マンションなどが立ち並ぶことで家賃が高騰し、
もともとの住民が住めなくなる問題も生じている。そこ
でブルックリン区のブッシュウィックという地区では、古
くからの住民が中心となり、使われなくなった倉庫をア
パートや小売店として貸し出した。現在では、若手の芸
術家などが集まるアート地区として、注目されるように
なっている（写真⑦）。しかしながら、それでも居住地を
追われる人が存在し、マンハッタン区の一部では治安が
悪化している地区が出現している。都市問題や移民の問
題を解決することへの困難さを実感した。

　収穫が始まると、コンバインは休むことなく小麦を刈っ
ていった。広い畑で効率よく収穫を行うため、自分が乗っ
ているコンバインやほかのコンバインの位置情報は専用の
アプリで確認する（写真⑤）。このアプリを用いれば、衛
星を用いた位置情報だけでなく、各コンバインの収穫量や
畑の何％が収穫を終えたのかもモニターに表示される（写
真④）。収穫作業は朝10時ぐらいから始まり、夜11時
ぐらいまで行うこともよくあると話していた。昨今は干ば
つが問題となっており、今回も本来ならばモンタナ州に行
く前にユタ州でも収穫を行う予定だったのが、干ばつに
よって小麦が枯れて収穫できなくなり、予定が変わったの
だという。気候変動は彼らや農家の収入に直結しており、
非常に重要な案件となっている。
　収穫期の彼らの生活は過酷であると感じることが多かっ
た。しかしながら、彼らは自分たちの仕事が日本や世界の
人々の食料を支えていることに誇りをもっており、力強く
そのことを語っていたことが印象に残った。また、われわ
れ自身も改めて地球温暖化やフードロスなどに対して考え
ることの大切さを感じた。
　　　　ニューヨークのジェントリフィケーション
　　　　　タイオガでの取材を終えたわれわれは、もう
一つの取材地であるニューヨークへ移動した。ニューヨー

写真：2023 年８月撮影／帝国書院
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